
社会科、地理歴史科、公民科の目標等

教科目標 学年目標・分野目標

小
学
校

社会生活についての理解を図
り，我が国の国土と歴史に対す
る理解と愛情を育て，国際社会
に生きる平和で民主的な国家・
社会の形成者として必要な公
民的な資質の基礎を養う。

【第３学年及び第４学年】
(1) 地域の産業や消費生活の様子，人々の健康な生活や良好な生活環境及び安全を

守るための諸活動について理解できるようにし，地域社会の一員としての自覚をも
つようにする。

(2) 地域の地理的環境，人々の生活の変化や地域の発展に尽くした先人の働きについ
て理解できるようにし，地域社会に対する誇りと愛情を育てるようにする。

【第５学年】
(1) 我が国の国土の様子，国土の環境と国民生活との関連について理解できるようにし，

環境の保全や自然災害の防止の重要性について関心を深め，国土に対する愛情を
育てるようにする。

(2) 我が国の産業の様子，産業と国民生活との関連について理解できるようにし，我が
国の産業の発展や社会の情報化の進展に関心をもつようにする。

(3) 社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球儀，統計などの各種の基礎
的資料を効果的に活用し，社会的事象の意味について考える力，調べたことや考え
たことを表現する力を育てるようにする。

【第６学年】
(1) 国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産について興味・

関心と理解を深めるようにするとともに，我が国の歴史や伝統を大切にし，国を愛す
る心情を育てるようにする。

(2) 日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方及び我が国と関係の深い国
の生活や国際社会における我が国の役割を理解できるようにし，平和を願う日本人
として世界の国々の人々と共に生きていくことが大切であることを自覚できるように
する。

(3) 社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球儀，年表などの各種の基礎
的資料を効果的に活用し，社会的事象の意味をより広い視野から考える力，調べた
ことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
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社会科、地理歴史科、公民科の目標等

教科目標 学年目標・分野目標

中
学
校

広い視野に立って，社
会に対する関心を高め，
諸資料に基づいて多面
的・多角的に考察し，我が
国の国土と歴史に対する
理解と愛情を深め，公民
としての基礎的教養を培
い，国際社会に生きる平
和で民主的な国家・社会
の形成者として必要な公
民的資質の基礎を養う。

【地理的分野】
(1) 日本や世界の地理的事象に対する関心を高め，広い視野に立って我が国の国土及び世界の諸地域の地域的
特色を考察し理解させ，地理的な見方や考え方の基礎を培い，我が国の国土及び世界の諸地域に関する地
理的認識を養う。

(2) 日本や世界の地域の諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわりでとらえ，それを地域の規模に応じて環境
条件や人間の営みなどと関連付けて考察し，地域的特色や地域の課題をとらえさせる。

(3) 大小様々な地域から成り立っている日本や世界の諸地域を比較し関連付けて考察し，それらの地域は相互に
関係し合っていることや各地域の特色には地方的特殊性と一般的共通性があること，また，それらは諸条件の
変化などに伴って変容していることを理解させる。

(4) 地域調査など具体的な活動を通して地理的事象に対する関心を高め，様々な資料を適切に選択，活用して地
理的事象を多面的・多角的に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力や態度を育てる。

【歴史的分野】
(1) 歴史的事象に対する関心を高め，我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史を背景に，各時代の特色を踏ま
えて理解させ，それを通して我が国の伝統と文化の特色を広い視野に立って考えさせるとともに，我が国の歴
史に対する愛情を深め，国民としての自覚を育てる。

(2) 国家・社会及び文化の発展や人々の生活の向上に尽くした歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を，その時
代や地域との関連において理解させ，尊重する態度を育てる。

(3) 歴史に見られる国際関係や文化交流のあらましを理解させ，我が国と諸外国の歴史や文化が相互に深くかか
わっていることを考えさせるとともに，他民族の文化，生活などに関心をもたせ，国際協調の精神を養う。

(4) 身近な地域の歴史や具体的な事象の学習を通して歴史に対する興味・関心を高め，様々な資料を活用して歴
史的事象を多面的・多角的に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる。

【公民的分野】
(1) 個人の尊厳と人権の尊重の意義，特に自由・権利と責任・義務の関係を広い視野から正しく認識させ，民主主
義に関する理解を深めるとともに，国民主権を担う公民として必要な基礎的教養を培う。

(2) 民主政治の意義，国民の生活の向上と経済活動とのかかわり及び現代の社会生活などについて，個人と社会
とのかかわりを中心に理解を深め，現代社会についての見方や考え方の基礎を養うとともに，社会の諸問題に
着目させ，自ら考えようとする態度を育てる。

(3) 国際的な相互依存関係の深まりの中で，世界平和の実現と人類の福祉の増大のために，各国が相互に主権
を尊重し，各国民が協力し合うことが重要であることを認識させるとともに，自国を愛し，その平和と繁栄を図る
ことが大切であることを自覚させる。

(4) 現代の社会的事象に対する関心を高め，様々な資料を適切に収集，選択して多面的・多角的に考察し，事実
を正確にとらえ，公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる。



社会科、地理歴史科、公民科の目標等

教科目標 科目目標

高
等
学
校

地
理
歴
史
科

我が国及び世界の形成の歴史的
過程と生活・文化の地域的特色につ
いての理解と認識を深め，国際社会
に主体的に生き平和で民主的な国
家・社会を形成する日本国民として
必要な自覚と資質を養う。

【世界史Ａ】
近現代史を中心とする世界の歴史を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解
させ，現代の諸課題を歴史的観点から考察させることによって，歴史的思考力を培い，国際社会に主体
的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。
【世界史Ｂ】
世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解
させ，文化の多様性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって，歴史的思考力
を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

【日本史Ａ】
我が国の近現代の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付け，現代の諸課題
に着目して考察させることによって，歴史的思考力を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民として
の自覚と資質を養う。
【日本史Ｂ】
我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させ，我
が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることによって，歴史的思考力を培い，国際社会に
主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

【地理Ａ】
現代世界の地理的な諸課題を地域性や歴史的背景，日常生活との関連を踏まえて考察し，現代世界の
地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民として
の自覚と資質を養う。
【地理Ｂ】
現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し，
現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日
本国民としての自覚と資質を養う。



社会科、地理歴史科、公民科の目標等

教科目標 科目目標

高
等
学
校

公
民
科

広い視野に立って，現代の社
会について主体的に考察させ，
理解を深めさせるとともに，人
間としての在り方生き方につい
ての自覚を育て，平和で民主
的な国家・社会の有為な形成
者として必要な公民としての資
質を養う。

【現代社会】
人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間に
ついての理解を深めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判
断するとともに自ら人間としての在り方生き方について考察する力の基礎を養い，良識あ
る公民として必要な能力と態度を育てる。

【倫理】
人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて，青年期における自己形成と人間
としての在り方生き方について理解と思索を深めさせるとともに，人格の形成に努める実
践的意欲を高め，他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し，良識ある公民として
必要な能力と態度を育てる。

【政治・経済】
広い視野に立って，民主主義の本質に関する理解を深めさせ，現代における政治，経済，
国際関係などについて客観的に理解させるとともに，それらに関する諸課題について主
体的に考察させ，公正な判断力を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。



学校教育法（昭和二十二年三月三十一日法律第二十六号）

第二十一条 義務教育として行われる普通教育は、教育基本法 （平成十

八年法律第百二十号）第五条第二項 に規定する目的を実現するため、

次に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。

（略）

三 我が国と郷土の現状と歴史について、正しい理解に導き、伝統と文

化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養

うとともに、進んで外国の文化の理解を通じて、他国を尊重し、国際

社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。


